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（令和２年１～３月期） 

Ⅳ 特別調査事項                           

１ 設備投資の実施状況について  

 （１）昨年度（２０１９年４月～２０２０年３月）の設備投資の実施状況  

 

   ○ 昨年度の設備投資の実施状況について聞いたところ、全体では「設備投資は実施し 

   なかった」（５６.８％）が最も多く、次いで「既存設備投資のみ実施（更新や改修）」  

   （２６.１％）、「新規と既存設備投資の両方を実施」（９.３％）の順となった。 

 

  ○ 設備投資（新規のみ・既存のみ・新規と既存両方の合計）の実施割合は、４３.２％ 

   となった。 

 

    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  ○ 業種別でみると、設備投資（新規のみ・既存のみ・新規と既存両方の合計）の実 

   施割合は、製造業は４８.１％と非製造業の３９.３％より、８.８ポイント高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.8%

8.9%

6.9%

26.1%

27.9%

24.7%

9.3%

11.3%

7.7%

56.8%

51.9%

60.7%

全 体

製造業

非製造業

新規設備投資のみ実施 既存設備投資のみ実施（更新や改修） 新規と既存設備投資の両方を実施

設備投資の実施状況/全体（単一回答） 

設備投資の実施状況/全体・業種別（単一回答） 

 

新規設備投資のみ

実施, 7.8%

既存設備投資のみ

実施（更新や改修）, 
26.1%

新規と既存設備投

資の両方を実施, 
9.3%

設備投資は実施し

なかった, 56.8%

39.3% 

□設備投資は実施しなかった 

48.1% 

43.2% 
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  ○ 昨年度設備投資を実施した企業の業種をみると、製造業では「食料品製造」、「輸  

   送用機械器具」、「鉄鋼業・非鉄金属」で回答割合が高く、非製造業では「運輸業」、 

   「飲食店」、「サービス業」で回答割合が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.5%

12.5%

0.0%

3.7%

5.7%

18.9%

15.6%

10.7%

10.9%

9.8%

7.4%

6.1%

10.7%

4.9%

6.5%

3.5%

9.4%

11.1%

6.0%

43.6%

15.0%

24.3%

22.2%

34.0%

26.4%

22.2%

32.1%

28.1%

19.7%

31.5%

30.3%

20.1%

23.9%

32.6%

19.3%

34.0%

15.6%

29.8%

18.2%

2.5%

8.1%

5.6%

5.7%

11.3%

11.1%

17.9%

9.4%

8.2%

27.8%

7.6%

4.1%

4.5%

10.9%

12.3%

15.1%

8.9%

11.3%

32.7%

70.0%

67.6%

68.5%

54.7%

43.4%

51.1%

39.3%

51.6%

62.3%

33.3%

56.1%

65.1%

66.8%

50.0%

64.9%

41.5%

64.4%

53.0%

食料品製造

繊維工業

家具・装備品

パルプ・紙・紙加工品

印刷業

化学工業

プラスチック製品

鉄鋼業・非鉄金属

金属製品

電気機械器具

輸送用機械器具

一般機械器具

建設 業

卸売・小売業

飲食 店

情報サービス業

運輸業

不動産業

サービス業

新規設備投資のみ実施 既存設備投資のみ実施（更新や改修） 新規と既存設備投資の両方を実施 設備投資は実施しなかった

設備投資の実施状況/業種詳細（単一回答） 
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（２）設備投資の内容（複数回答） 

 

  ○ 昨年度実施した設備投資の内容について聞いたところ、全体では「建物（工場・店舗 

   等を含む）」（２２.９％）が最も多く、次いで「IT（情報技術）機器」（２０.８％）、「ソ  

   フトウエア」（１６.７％）の順となった。 

 

  ○ 業種別でみると、製造業では「建物（工場・店舗等を含む）」（２４.４％）が最も多 

   く、次いで「IT（情報技術）機器」（１５.５％）、「機械設備（（AI・IoT・ロボット））」  

   （１５.２％）の順となった。 

 

  ○ 非製造業では「IT（情報技術）機器」（２５.９％）」が最も多く、次いで「建物（工場・ 

   店舗等を含む）」（２１.４％）」「ソフトウエア」（１９.１％）の順となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備投資の内容/全体・業種別(複数回答) 

 

22.9%

20.8%

16.7%

13.7%

10.8%

5.9%

9.2%

4.9%

3.1%

24.4%

15.5%

14.2%

13.2%

7.9%

4.0%

15.2%

1.7%

2.3%

21.4%

25.9%

19.1%

14.2%

13.6%

7.8%

3.2%

8.1%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0%

建物 （工場・店舗等を含む）

IT（情報技術）機器

ソフトウエア

工具・器具

備品

土地

機械設備
（ＡＩ・ＩoＴ・ロボット）

レジスター、決済端末

その他

全体

製造業

非製造業
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（３）昨年度実施した中で最も規模の大きかった設備投資の目的（複数回答） 

 

  ○ 昨年度実施した中で最も規模の大きかった設備投資の目的について聞いたところ、全 

   体では「更新、維持・補修」（６６.１％）が最も多く、次いで「生産・販売能力の拡大」  

   （２６.５％）、「合理化・省力化」（２０.０％）の順となった。 

 

  ○ 業種別でみても、同様の順となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.1%

26.5%

20.0%

4.6%

2.6%

2.5%

2.3%

2.8%

64.0%

29.9%

23.7%

5.4%

1.8%

1.4%

1.8%

1.4%

68.0%

23.4%

16.5%

3.8%

3.4%

3.4%

2.7%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

更新、維持・補修

生産・販売能力の拡大

合理化・省力化

環境保全対策

他社（他店）との差別化

多角化

研究・開発

その他

全体

製造業

非製造業

最も規模の大きい設備投資の目的/全体・業種別(複数回答) 
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（４）今年度（２０２０年４月～２０２１年３月）の設備投資計画 

 

 ○ 今年度の設備投資計画について聞いたところ、全体では「設備投資は実施しない」  

  （４３.１％）が最も多く、次いで「分からない」（２２.０％）、「既存設備投資のみ実施 

  （更新や改修）」（２０.５％）の順となった。 

 ○ 今年度の設備投資（新規、既存、新規と既存両方の合計）の計画割合は、３５.７％ 

  であり、昨年度（４３.２％）より７.５ポイント減少する見込みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 業種別でみると、今年度の設備投資計画（新規のみ・既存のみ・新規と既存両方 

   の合計）の回答割合は、製造業は４１.８％と非製造業の３０.９％より、１０.９ポ 

   イント高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1%

5.0%

3.4%

20.5%

22.8%

18.7%

11.1%

14.0%

8.8%

43.1%

38.1%

47.2%

22.0%

22.0%

21.9%

全 体

製造業

非製造業

新規設備投資のみ計画 既存設備投資のみ計画（更新や改修） 新規と既存設備投資の両方を計画

今年度の設備投資計画/全体・業種別（単一回答） 

 

□設備投資は実施しない ■分からない 

新規設備投資のみ計画, 4.1%

既存設備投資のみ計画（更新

や改修）, 20.5%

新規と既存設備投資の両方を

計画, 11.1%

設備投資は計画していない, 
43.1%

分からない, 22.0%

今年度の設備投資計画/全体（単一回答） 

 

41.8% 

30.9% 

35.7% 
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２ 労働生産性の向上について  

 

（１）労働生産性の向上のための取組について 

 

 ○ 労働生産性の向上のための取組について聞いたところ、全体では「特になし」が  

  ２８.４％と最も多かった。次いで、「市場の新規開拓」（２６.７％）、「業務プロ 

  セスや業務内容の改善」（２１.３％）の順となった。 

 

 ○ 製造業では、「新商品開発、既存品の見直し（更なる付加価値の醸成）」（２３.８％）、 

  「機械化、省力化による効率生産体制の確保」（１８.５％）などが非製造業より回答割合が 

  高かった。 

 

 ○ 非製造業では、「外注の利用」（２１.４％）、「取引先・取引条件の見直し」（１８.８％） 

  などが製造業より回答割合が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働生産性の向上のための取組について/全体・業種別（複数回答） 

 

26.7%

21.3%

19.7%

18.3%

17.9%

17.2%

11.7%

7.4%

7.4%

6.5%

3.0%

0.6%

28.4%

29.8%

23.2%

17.6%

17.6%

19.8%

23.8%

18.5%

13.1%

6.9%

10.4%

3.6%

0.3%

22.1%

24.2%

19.8%

21.4%

18.8%

16.3%

12.0%

6.2%

2.9%

7.9%

3.4%

2.5%

0.9%

33.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

市場の新規開拓

業務プロセスや

業務内容の改善

外注の利用

取引先・取引条件の

見直し

組織改革、労働環境の

整備（働き方改革の取組含む）

新商品開発、既存品の見直し

（更なる付加価値の醸成）

機械化、省力化による

効率生産体制の確保

増量生産体制の確保

IT（情報技術）の活用

新規設備・機械

（ロボット含む）の導入

先端技術の導入

（AI・IoT・5G等）

その他

特になし

全体

製造業

非製造業
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（２）労働生産性の向上に取り組むに当たっての課題 

 

 ○ 労働生産性の向上に取り組むに当たっての課題について聞いたところ、全体では  

  「人的余裕がない」（４８.９％）が最も多く、次いで「資金的余裕がない（設備等 

  も含む）」（３４.０％）、「時間的余裕がない」（２１.１％）の順となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働生産性の向上に取り組むに当たっての課題/全体・業種別(複数回答) 

 

 

48.9%

34.0%

21.1%

12.2%

12.8%

8.8%

1.7%

14.7%

47.6%

39.2%

21.5%

12.1%

11.6%

7.9%

0.5%

14.0%

50.0%

29.8%

20.8%

12.2%

13.7%

9.5%

2.7%

15.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

人的余裕がない

資金的余裕が
ない（設備等も含む）

時間的余裕がない

より優先すべき
課題がある

自社で解決できない
取引条件や商慣習が

阻害している

具体的な取組方法が
分からない

その他

課題はない

全体

製造業

非製造業
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埼玉県四半期経営動向調査  

（令和２年 1～３月期） 

  【特別調査 結果一覧】 

   1 設備投資の実施状況について 

（１）昨年度（2019 年 4 月～2020 年 3 月）の設備投資の実施状況 

 １  新規設備投資のみ実施 (7.8%)            

 ２  既存設備投資のみ実施（更新や改修）(26.1%) 

 ３  新規と既存設備投資の両方を実施(9.3%) 

 ４  設備投資は実施しなかった(56.8%)                     

（２）設備投資の具体的な内容（複数回答） 

 １  建物 （工場・店舗等を含む）(22.9%)      ２ 土地 (5.9%) 

 ３  車輌、運搬具 (24.8%)                         ４  機械設備 （AI・IoT・ロボット）(9.2%) 

 ５  機械設備（AI・IoT・ロボット以外）(33.0%)    ６  工具・器具(13.7%) 

 ７  ＩＴ（情報技術）機器(20.8%)                 ８ ソフトウエア (16.7%) 

 ９  レジスター、決済端末(4.9%)                 １０ 備品(10.8%) 

１１ その他 (3.1%)  

（３）)昨年度実施した中で、最も規模の大きかった設備投資の目的は(複数回答) 

 １ 更新、維持・補修 (66.1%)          ２ 生産・販売能力の拡大 (26.5%)      

 ３ 合理化・省力化(20.0%)                            ４ 研究・開発(2.3%)    

  ５ 環境保全対策(4.6%)                               ６ 他社（他店）との差別化(2.6%)      

 ７ 多角化  (2.5%)                                    ８  その他 (2.8%)          

（４）今年度（2020 年 4 月～2021 年 3 月）の設備投資計画 

 １ 新規設備投資のみ計画 (4.1%)                         ２ 既存設備投資のみ計画（更新や改修）(20.5%       

 ３ 新規と既存設備投資の両方を計画(11.1%)              ４ 設備投資は計画していない (43.1%)        

 ５ 分からない(22.0%)                  

    
２ 労働生産性の向上について 

（１）労働生産性の向上のために取り組んでいる具体的な内容（複数回答） 

 １ 新商品開発、既存品の見直し（更なる付加価値の醸成） (17.2%)          

 ２ 市場の新規開拓(26.7%)         

 ３ 増量生産体制の確保   (7.4%)                         

 ４ 先端技術の導入（AI・IoT・5G 等）(3.0%)         

 ５ 新規設備・機械（ロボット含む）の導入  (6.5%)               

 ６ IT（情報技術）の活用  (7.4%)       

 ７ 組織改革、労働環境の整備（働き方改革の取組含む） (17.9%)      

  ８ 業務プロセスや業務内容の改善      (21.3%)   

 ９ 機械化、省力化による効率生産体制の確保(11.7%)         

10 取引先・取引条件の見直し (18.3%)        

11 外注の利用  (19.7%)                                     

12 その他(0.6%) 

13 特になし(28.4%)                  

（２）労働生産性の向上に取り組むにあたっての課題（複数回答） 

１ 具体的な取組方法が分からない  (8.8%)        

２ 人的余裕がない (48.9%)        

３ 資金的余裕がない（設備等も含む）(34.0%)          

４ 時間的余裕がない (21.1%)        

５ より優先すべき課題がある (12.2%)      

６ 自社で解決できない取引条件や商慣習が阻害している   (12.8%)          

７ その他 (1.7%)   

８ 課題はない(14.7%)         

       

 


